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加 入 の ご 寧 内 
* こ れ ま で の 組 合 活 動 で 勝 ち 取 っ て き た 実 績 上 
*④ 年 連 続 絡 与 UP! 
O 公 務 員 の 給 与 は 人 事 委 員 会 が 民 間 企 業 と 比 較 し た 結 果 を 県 に 勧 告 し 、 労 使 交 渉 を 経 て 決 定 す る 。 
O 直 近 ④ 年 は 、 引 き 上 げ 勧 告 が さ れ 、 交 渉 の 結 果 、 勧 告 内 容 の 完 全 実 施 。 

* 志 孟 体 晴 取 得 期 間 & 日 数 を 拡 大 
O 組 合 は 、 職 員 が よ り 働 き や す い 琳 境 に な る よ う 、 知 事 と 数 多 く の 交 渉 を 重 ね て き た 結 果 、 
愛 知 県 職 員 の 夏 季 休 暇 制 度 は 、 国 や 他 の 自 治 体 の 中 で も 高 い 水 準 と な っ て い る 。 

国 … 夏 季 休 暇 取 得 期 間 ̀⑥ 月 ー① 0 月 」、 休 暇 日 数 ̀ 連 続 し て ③ 日 」 
愛 知 県 … 夏 季 休 暇 取 得 期 間 ̀ ⑤ 月 ~ ① 0 月 」、 休 暇 日 数 ̀ 分 割 取 得 可 能 の ⑥ 日 間 」 

* 結 写 削 減 を 抑 哉 
O 〇 過 去 に は 、 財 政 危 機 か ら 一 方 的 な 給 与 の 削 減 提 示 が さ れ た 時 が あ っ た が 、 削 滅 幅 を 圧 縮 し 、 
提 示 を 押 し 戻 す こ と が で き た 。 

"' 

改 悪 を 阻 止 で き る ! 
ー ⑤ く の 人 の 願 い だ か ~ 
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組 合 員 だ か ら C で さ る S と 道 縄 

BA0BEAsREIERTEET ! 
祈 談 で き る の は 、 も ち ろ ん 組 含 員 の 方 の み で す ! 
同 僚 や 上 司 に は 相 談 し に く い こ と や 、 誰 に 聞 い た ら い い か わ か ら な い こ と 
な ど 、 是 非 組 含 へ 相 談 し て く だ さ い 。 

‥ TUNAG⑦ ブ プ リ イ パ ン ト ・ セ ミ ナ ー 
組 合 活 動 の 開 覧 i 

口 年 代 の 伸 閾 や 光 菊 と 交 津 出 系 る 様 会 が 沢 山 ! 
台 楊 申 し 込 み が 閻 単 に ! 水 部 坂 催 の セ ミ ナ ー も あ り ! 
暗 ク - ポ ン 0 酵 あ り ! 鎖 加 - 髄 曙 
沼 沼 水 道 で そ の 詞 で 当 た る ! エ ク シ ブ ( リ ー ト ト ラ ② リ ) 
然 ⑳ り 島 館 セ セ ラ ヴ ィ リ ゾ ー ト 泉 郷 利 用 可 能 

等 の 吃 種 割 引 が 受 け ら れ る ! 

総 婚 や 出 産 を お 祝 い ハ ッ r ク om⑤ ペ ー EE 
給 三 ・ 会 暇 制 度 等 わ か り や す く ま と め た 冊 子 を 配 付 

組 含 か ら 祝 品 を 贈 呈 ・ ろ ぅ き ん 堤 搬 tW⑧ 熙 0I-)0 蟲 

さ あ 、 繁 含 ( こ 0 入 し よ う ! 
問 い 含 わ せ 先 : 媒 知 県 職 味 組 含 組 繁 部 
TEL:052—433—7373 (W) ; 


